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一本邦100例 の臨 床的 検討 一

日本医科大学泌尿器科学教室(主 任:秋 元成太教授)

山田晋 介

由 井 康 雄

西村 泰 司

秋 元 成 太

      MALE ADENOMATOID  TUMOR  : REPORT OF TWO 

      CASES AND A REVIEW OF 100 CASES IN JAPAN 

                       Shinsuke YAMADA, Yasuo Yui, 

                   Taiji  NISHIMURA and  Masao  AKIMOTO 
                   From the Department  of  Urology, Nippon Medical School 

                            (Director:  Prof  M. Akimoto) 

   Two cases of adenomatoid tumor are reported. The patients visited our hospital because 
of  w painless mass in the scrotum. Preoperative diagnoses were epididymal tuberculosis in 
the first  case and epididymal tumor in the second case. Removal of tumors were performed 
and histological diagnoses were adenomatoid tumor of the epididymis in both cases. One 
hundred  cases of male adenomatoid tumor which have been reported in  japan are discussed 
and reviewed. 

Key word: Male adenomatoid tumor

緒 言

アデ ノマ トイ ド腫瘍は比較的 まれ な良性腫瘍 とされ

ている.今 回,わ れわれはそのなか でももっとも多 く

みられる副睾丸に発生 したアデ ノマ トイ ド腫瘍を2例

経験 したので,本 邦 報告例 とあわせ若干の文献的考察

を加えて報告す る.

症 例

症例1:M.O.26歳 男性

主訴:右 陰嚢内無痛性種瘤

家族歴:特 記すべ きことなし

既往歴121歳 の とき虫垂切除

現病歴:1979年8月 右陰嚢 内腫瘤に気づ き某医受診.

炎症性の もの と診断 され投薬 を受け るが,腫 瘤不変の

ためll月 当科 を受診 した.右 副睾丸 尾部に小指頭大 ・

弾性硬の無痛性腫瘤 を触知.副 睾丸結核が疑われ たが

瞳瘍な どと鑑別 目的 のため入院 とな った.

入院時諸検査:血 液,尿 検査,理 学 的検査に て異常は

認め られなか った.

手術所見:睾 丸閲有鞘膜を開 くと軽度 の陰嚢水腫を と

もな っていた.副 睾丸 尾部に小指頭大の腫瘤が認め ら

れたため,こ れ を摘 出し,ま た陰嚢水腫根治術 も施行

した.そ のほか副睾丸頭部 ・体部,睾 丸,精 管な どは

正常であ った.

摘出標本 ・大 きさ10×8×8mmの 球状,表 面平滑で

割面は均一性 の灰 白色を呈 していた.

組織所見:拡 張 した腺様構造が 目立 ち,腺 内面は扁平

ない し立方形 の細胞 よ りな り,と ころどころに細胞形

質の空胞性変化や粘液様物 質を ともなっていた(Fig.

1).い わゆ るアデ ノマ トイ ド腫瘍であ った.

症例2'T.F.22歳 男性
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主訴=右 陰嚢内無痛性腫瘤

家族歴 ・既 往歴:特 記すべ きことなし

現病歴=1983年12月 右陰嚢内腫瘤に気づ き当科受診.

右副睾丸尾部に示指 頭大 ・弾性硬 の無痛性 腫瘤 を触

知.副 睾丸腫瘍 と診断され,精 査治療i目的で入院 とな

った.

入院時諸検査=血 液,尿 検査,理 学的検査にて異常は

認め られなか った.

手術所見 ・右 副睾丸尾部に示指頭大の腫瘤が認 められ

周囲 との癒着はな く容易に腫瘤を摘出で きた.副 睾丸

頭部 ・体部,睾 丸,精 管 などは正常であ った.

摘出標本 ・大 きさ15x13×13mmの 球 状,表 面平滑

で割面は淡黄色,均 一性 のものであ った.

組織所見=細 網組織 線維組織 よ りな る基 質に 囲まれ

て,索 状に配列 した細胞群中に管腔形成 を ともな う腺

様構造を呈 し,ま た少数 の平滑筋細胞が これ ら腫瘍要

素内に混在 していた(F五g.2).診 断はアデ ノマ トイ ド

腫瘍 であった.
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Fig.2。 組 織 像(H.E.染 色,×63)
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Table1.男 性 ア デ ノマ トイ ド腫 瘍:本 邦 報 告 例(矢 崎 の 集 計 以 降)

番号 報告者 年度 年齢 患側 部 位 診 断 術 式 大 き さ 報 告 誌

46林1971

47孝 木197i

48内 藤1973

49小 野ig75

50上 兼1975

51佐 々木1975

52城 イ山1975

53藤 ♪kI976

54藤 永1976

55上 兼r976

56藤 井1976

57藤 井1976

58柳 沢1977

59佐 々木1977

60佐 々 木1977

61前 原1977

62有 門1977

63有 門1977

64梅 津1978

65児 玉ig79

66橋 中1979

67橋 中1979

68折 戸1979

69三 好1979

70山 口1979

71]]口1979

72L]口1979

73斉 藤1979

74柳 岡1979

75柳 岡1979

76竹 崎1980

77安 室1980

.78安 間1980

79安 間1980

80安 間1980

81安 間1980

82安 間ig80

83安 間1980

84安 間1980

85安 間1980

86南 谷1980

87南 谷1980

88白 井1981

89松 下1981

90布 施1981

91島 谷1981

92松 下1982

93松 下1982

94城 イ山1982

95松 下1982

96鈴 木1982

97鈴 木1982

98梶JllI982

99自 駈1{列1984

100自 辱黄て列1984

32左

45右

30左

52右

32右

30左

30左

43左

39右

36右

1左

1左

35左

38右

25右

43左

74左

40左

1左

47右

39左

38左

51左

60左

32

47

43右

30左

39右

42左

42左

19左

35左

隠 左

45右

46右

46右

25右

32右

30右

36右

29左

55右

46右

27

35

39

42

25

51

54

70

26

22

左

左

右

左

左

右

左

右

右

副睾丸頭部 陰 嚢 内 腫 瘤

副睾丸尾部

睾 丸 被 膜 睾 丸 腫 瘍

副睾丸尾部

副睾丸尾部 副 睾 丸 腫 瘍

副睾丸頭部 慢 性 副 睾 丸 炎

副翠丸尾部

副睾丸尾部

副睾 丸頭部

副 睾 丸

副 寒 丸

副睾 丸尾部

副睾 丸頭部

副睾 丸尾部

副峯 丸尾部

副睾 丸体部

副睾 丸頭部

睾 丸 被 膜

副睾 丸頭部

副睾 丸尾部

副睾 丸頭部

副 睾 丸

精 索

副睾 丸尾部

副睾 丸尾部

副睾 丸尾部

副睾 丸尾部

副 睾 丸

副睾 丸尾部

副睾 丸尾部

副睾 丸尾部

睾 丸 被 膜

畢 丸 被 膜

睾 丸 被 膜

睾 丸 被 膜

副睾丸頭部

副睾丸尾部

睾 丸 被 膜

睾 丸 被 膜

副睾丸尾部

副睾丸尾部

副畢丸尾部

副睾丸尾部

副睾丸頭部

睾 丸 被 膜

副睾丸尾部

睾 丸 被 膜

副 ・睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

睾 丸 腫 瘍

睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 畢 丸 腫 瘍

睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

除

副

副

腫

腫

腫

腫

副

除

除

腫

腫

腫

副

除

除

副 睾 丸 腫 瘍 副

副 睾 丸 炎 副

副 睾 丸 炎 副

睾 丸 腫 瘍 除

陰 嚢 内 腫 瘤 腫

睾

筆

瘤

瘤

瘤

瘤

睾

瘤

瘤

瘤

睾

睾

睾

睾

瘤

睾

摘

摘

摘

摘

摘

摘

摘

睾

睾

摘

摘

摘

摘

睾

睾

摘

摘

摘

睾

摘

副 睾 丸 結 核 除 睾

睾 丸 腫 瘍 除 睾

畢 丸 捻 転 症 副 睾 摘

副 睾 丸 腫 瘍 腫 瘤 摘

副 睾 丸 腫 瘍 副 睾 摘

翠 丸 腫 瘍 除

副 睾 丸 炎 除

副 睾 丸 炎 除

副 睾 丸 腫 瘍 腫

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

慢性副睾炎または

副睾丸腫瘍

睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 炎

副筆丸尾部 副 睾 丸 腫 瘍

副睾丸尾部 副 睾 丸 炎

副睾丸尾部 副 睾 丸 炎

副寒 丸尾部 副 睾 丸 腫 瘍

副睾 丸尾部 副 睾 丸 結 核

副睾 丸尾部 副 睾 丸 腫 瘍

撮指頭大

小指頭大

鶏 卵 大

小指頭大

アスキ大

示指頭大

栂指頭 大

揖指頭大

小指頭大

小指頭大

小指頭大

ウズラ大

栂指頭大

栂指頭大

担指頭大

小指頭大

小指頭大

驚 卵 大

揖指頭大

小指頭大

小指頭大

大 豆 大

栂指頭大

小指頭大

睾 鶏 卵 大

睾

睾

瘤 摘

副 睾 摘 小指頭大

副 睾 摘 揖指頭大

副 睾 摘 栂指頭大

睾 ・副睾部分摘 栂指頭大

副 睾 摘 小指頭大

除

副

除

腫

腫

副

腫

除

腫

腫

睾

瘤

瘤

睾

瘤

瘤

瘤

睾

摘 小指頭大

睾 ノト才旨頭大

摘 小指頭大

摘 小指頭大

摘 小指頭大

非商'卜 手旨頭大

睾 小指頭大

摘 小指頭大

摘 示指頭夫
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ア デ ノマ トイ ド腫 瘍 は 副 睾丸,睾 丸 被 膜,精 索,卵

管,子 宮 後 面 な ど男 女 生殖 器 に発 生 す る比i咬的 まれ な

良 性 腫瘍 で あ り,そ の なか で は副 睾丸 に も っ と も多 く

発 生す る.こ の名 称 はEvans1)(1943),Goldenand

Ash2)(1945),Longoeta1.3)(1951)が 組 織 学 的 見

地 よ り確 立 し,そ れ 以 後 現 在に いた る まで 一般 に ア デ

ノマ トイ ド腫 瘍 と称 され て い る.本 邦 で は 男 性生 殖 器

に 発 生 した ものは 坂 口4)(1917)がAdenomyoma

と して 報告 して以 来,自 験 例 を 含め てIOO例 報告 され

て い る。Table1に 矢 崎5)(1976)の 集 計 以 降 の55症

例 を示 した.こ れ は 佐 々木6)(1977),白 井7)(1981),

鈴 木8)(1982)の 集計 に 加 え,そ れ 以 降 の 症 例,こ れ

らの 報 告 に 含 まれ てい な い もの お よび 自験 例 を表 に ま

とめ た もの で あ る.

発 生 部 位 は 副 睾丸(86%),睾 丸 被 膜(11.8%),精

索(2.2%)で あ り,副 睾丸 に もっ と も 多 く発生 して

い る(Table2).副 睾 丸 では 尾 部 に53例(71.6%),

頭 部 に20例(27%)で,ほ とん ど尾 部 また は頭 部 に 発

生 して い る.体 部 に発 生 した もの は1例 報 告 され て い

るにす ぎな い(Table3).左 右 別 で は やや 左 に 多 く発

生 す る よ うであ る(Table4)。 大 き さはほ とん どが 小

指 頭 大か ら栂 指 頭 大 で あ るが,な か に は鶏 卵 大,驚 卵

大 の報 告 もあ る.

Tablc2.男 性 アデ ノマ トイ ド腫 瘍 の 発 生部 位

副睾丸

睾丸被膜

精索

不明

80例

11例

2例

7例

計 100例

Table3,副 睾 丸に 発 生 した ア デ ノマ トイ ド

腫 瘍 の 発生 部 位

年 齢 分 布 は1歳 か ら74歳 ま で あ り,平 均 年 齢37.4歳

で30歳 代,40歳 代に 多 くみ られ る(Table5).30歳 代

40歳 代 が70%を 占め て お り,壮 年 層et多 い こ とが わ か

る,

Table5.ア デ ノマ トイ ド腫瘍 の年 齢 分 布

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59k

60～69歳

70～79歳

不 明

4例

4例

9例

43例

23例

12例

1例

3例

1例

計 100例

術前診断は比較的因難 であ り,本 邦では副睾丸腫瘍,

副睾丸結核,副 睾丸炎,睾 丸腫瘍な どとされ ているが

(Tablc6),睾 丸水瘤,睾 丸回転症,精 液瘤,副 睾丸

嚢腫 との鑑別 もむずか しい.以 前は副睾丸結核 と診断

され ることが多かったが,最 近では副睾丸腫瘍 と診断

され,手 術を受けるこ とが多い.

Table6.本 邦100例 の 術 前 診 断

副睾丸腫瘍

副睾丸結核

副 睾 丸 炎

睾 丸 腫 瘍

そ の 他

尾部

頭部

体部

不明

53例

20例

1例

6例

不 明

30例

18例

12例

7例

4例

29例

Table4.ア デ ノマ トイ ド腫 瘍 の左 右 差

左

右

不明

56例

37例

フ例

副睾丸部での左右差

左

右

不明

45例

31例

4例

症状は陰嚢内腫瘤 であ り,な かには自発痛,圧 痛,

違和感,不 快 感を訴え ることもあるが,無 痛性の こと

が多い.本 症に特有 の症状はな く,腫 瘤に気づいて来

院す ることがほ とんどである.

治療 としてはアデ ノマ トイ ド腫瘍 とわかれ ば腫瘤摘

出のみで充分であるが,実 際には副睾丸摘 出,除 睾術

などもお こなわれ ているよ うであ る(TabIe7).術 前

に腫瘍 と診断 され た ものお よび腫瘍 との鑑別 の必要の

あるものは腫瘤 の凍結切片検査をお こない,良 性であ

ることを確認 した上 で術式を決定 され るこ とが望 まし

し、.
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Table7.本 邦100例 の 手術 術 式

副睾丸摘 出術

腫瘤摘 出術

除睾術

その他

不明

37例

21例

18例

2例

22例

組 織学 的 特 徴 は,上 皮様 細 胞 と結 合 織 性 基 質 よ り構

成 され,上 皮 様 細 胞 は 扁 平 な い し立 方 形 様 また と きに

内皮 細 胞様 の形 を と り,管 腔 形成 ま た は索 状 配列 を 示

す.い っぽ う,基 質 は ゆ るや か な あ る い は緻 密 な配 列

を示 す結 合織 よ りな り,硝 子 化 を み る こ と もあ る.平

滑筋 も と きに 出現 す る こ とが あ る.ま た,間 質,と く

に腫 瘍 の 周辺 領域 に リ ンパ 球 の 浸 潤 が み られ る こ と も

あ る.GoldenandAsh2)(1945)は1)Solidcord

like2)Microfollicular3)Macrofollicularの3型

に わけ て お り,Leeetal.9)(1950)は1)Cana亘icu-

Iartype2)Tubulartype3)Plexiformの3型 に

わ け てい る.最 近 で はMostofiio)(1973)が1)So.

lidtype2)Glandulartype3)Angiomatoidtype

の3型 に 分類 して い る.

発生 起 源 は 現 在 の と ころ1)内 皮 由 来 説,2)中 皮 由

来 説,3)中 腎 管 由来 説,4)ミ ュー ラ ー管 由 来 説 の4説

が あ るが,中 皮 由来 説 と ミュ ー ラ ー管 由来 説 が有 力 と

され て い る よ うで あ る1・8,11"-15).

結 語

副睾丸に発生 したアデ ノマ トイ ド腫瘍を2.例 報告す

るとともに,本 邦に おける男性 アデ ノマ トイ ド腫瘍報

告100例 を集計 し,若 干 の文献的考察をお こな った.

本論文の要旨は第425回 日本泌尿器科学会東京地 方会 にお

いて発表 した.
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